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初期埴谷雄高論
い
わ
ゆ
る
戦
後
派
の
文
学
者
の
な
か
で
、
戦
時
下
に
最
も
盛
ん
に
文
学
活
動
を
繰
り
広
げ
て
い
た
一
人
が
埴
谷
雄
高
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
戦
時
下とは、「’五年戦争」の最終局面（’九四一年一二月八日～
一
九
四
五
年
八
月
一
五
日
）
の
時
期
を
指
す
。
敗
戦
後
、
埴
谷
雄
高
は
雑
誌「近代文学」の創刊に参画する。七人の創刊同人のうち、戦
時下に書籍を刊行しているのは、山室静・埴谷雄高・小田切秀
雄
の
三
人
に
過
ぎ
な
い
。
戦
後
派
の
本
格
的
な
活
動
は
、
「
近
代
文
学
」
の
創
刊
（
一
九
四
六
年
一月）とともに始まるが、創刊同人は、それ以前から評論や創
作を発表していた。最年長の山室静は、評論集「現在の文学の
立場』（’九三九年九月）や同『世界文学」（’九四三年九月）、
翻訳『森の小径」二九四三年四月）や同『タゴール詩集』（同
は
じ
め
に
初
期
埴
谷
雄
高
論「戦時
下
三
部
作
」
研
究
序
説
年八月）などを世に間うていた。平野謙は文芸評論の執筆の他、
日
本
文
学
報
国
会
の
設
立
二
九
四
二
年
五
月
）
に
携
わ
り
、
「
日
本
学
芸
新
聞
」
や
「
文
学
報
国
』
に
文
章
を
載
せ
て
い
る
。
同
会
の
会
員
で
あった佐々木基一も（復刻版「社団法人日本文学報国会会員名
簿昭和十八年版」、新評論、’九九二年五月）、映画評論を中心
に評論文を量産していた。荒正人は、雑誌『構想』や『現代文
学』の同人となったばかりでなく、幾つかの翻訳を行なってい
る
。
ま
た
、
本
多
秋
五
の
雪
戦
争
と
平
和
」
論
」
は
、
上
木
こ
そ
戦
後
だ
が
二
九
四
七
年
九
月
）
、
戦
時
下
に
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
最年少の小田切秀雄は、日米開戦の当月に評論集「万葉の伝統」
を刊行した。しかし、いずれの人々も、決し
て第一線で活動し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
い
わ
ば
黎
明
期
に
あ
っ
た
。
そ
の
な
か
で
、
当
時
は
無
名
の
埴
谷
雄
高
が
、
表
現
の
自
由
が
奪
わ
れ
て
い
た
時
期
に
、
三
冊
も
の
書
物
を
出
版
し
て
い
た
の
は
、
特
筆
に
値
す
る
。
山
室
静
の
「
タ
ゴール詩集」邦訳も、戦時下の静かな抵抗と呼び得る営為なの
田
辺
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このうち、「ダニューブ』と『フランドル画家論抄』は、「埴
谷
雄
高
全
集
」
第
二
巻
（
講
談
社
、
’
九
九
八
年
七
月
）
に
所
収
さ
れ
る
迄
は
希
親
書
で
あ
り
、
研
究
の
場
で
の
言
及
も
勘
な
い
。
本
稿
で
は
、
右
の
三
作
品
を
「
戦
時
下
三
部
作
」
と
命
名
し
、
か
か
る
時
期
の
埴
谷
雄
高
の文学活動を考察する。『洞窟』や『不合理ゆえに吾信ず』を
経て「死霊』に至る迄の数年間は、埴谷雄高にとっての雌伏の
期
間
で
あ
り
、
ま
た
、
研
究
史
上
の
空
白
で
も
あ
る
。
年
譜
を
通
じ
て
実
生
活
の
状
況
が
判
明
し
て
い
る
の
に
対
し
、
作
家
埴
谷
雄
高
の
内
的
活
動
の
具
現
で
あ
る
三
冊
の
書
物
の
研
究
は
進
ん
で
い
な
い
。
特
に
、
翻
訳
の
意
義
や
時
代
状
況
と
の
関
わ
り
は
、
追
究
の
必
要
が
あ
る
課
題
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
ず
、
基
礎
研
究
を
整
え
、
次
い
で
個
別
作
品
へ
の
発
展的な分析を行なう。
だが、既に「信濃毎日新聞」「早稲田文学」『新潮』などに評論
を
掲
載
し
た
実
績
が
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
に
於
い
て
、
未
だ
実
績
の
な
い
埴
谷
雄
高
の
単
行
本
出
版
が
特
筆
に
値
す
る
と
述
べ
た
の
で
あ
る
。
埴
谷
雄
高
の
三
冊
の
内
訳
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
１翻訳「ダニューブ』（地平社、一九四二年五月）
２
翻
訳
『
偉
大
な
る
憤
怒
の
書
ｌ
ド
ス
ト
イ
ェ
フ
ス
キ
イ
「
悪
霊
」
研究ｌ』（興風館、’九四三年六月）
３美術評論「フランドル画家論抄』（洸林堂書房、’九四四
年五月）
この中で、三作品全てに一一一一口及したのは紅野敏郎論文のみだが、
論題で示しているとおり、同人雑誌「構想」を主軸にした論考
で
あ
る
た
め
に
、
個
別
作
品
に
対
す
る
考
察
は
概
説
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
埴谷雄高とともに「構想」の同人であった山室静についても僅
かに触れているのだが、『タゴール詩集」などの翻訳の意義に
は一一一一口及していない。しかし、埴谷雄高が戦時下に著した単行本
の
冊
数
へ
の
着
目
、
或
い
は
三
作
品
の
重
要
性
の
指
摘
な
ど
は
、
同
論
文
「戦時下三部作」の主な先行研究には、次のような文献があ
る。１無署名「『フランドル画家論抄」」（「週刊読書人』一九七三
年一○月一日号）
２紅野敏郎「埴谷雄高・山室静・久保田正文ら「構想」の検
討
ｌ
「
近
代
文
学
」
前
史
ｌ
」
（
『
文
学
」
’
九
八
○
年
一
月
号）
３伊藤和也「「ダニューブ』瞥見」（「作家クラブ」’九八○
年三月号）
４
脇
地
烟
「
埴
谷
雄
高
氏
幻
の
翻
訳
２
編
」
ｓ
産
経
新
聞
」
’
九
九
八年一一一月二九日夕刊）
５
夏
堀
正
元
「
偉
大
な
る
憤
怒
の
書
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
〈
悪
霊
〉
研究」（三冊の本』’九九八年七月号）
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初期埴谷雄高論
の
特
筆
す
べ
き
点
で
あ
る
。
ま
た
、
右
に
は
掲
げ
な
か
っ
た
藤
一
也
「
埴
谷雄高論ｌ「農民闘争」時代をめぐってｌ」（沖積舎、二○○
｜
年
九
月
）
は
、
埴
谷
雄
高
の
一
九
二
○
年
代
後
半
か
ら
一
九
四
○
年
代
中
盤
の
活
動
を
扱
っ
て
い
る
。
三
作
品
を
論
じ
た
箇
所
は
僅
か
な
が
ら
、
埴谷雄高にとっての戦時下を「第二の沈黙時代」と捉え、「そ
の中で、やがて始まる『死霊」に向かって、徐々に成熟の度を
増
し
て
行
っ
た
と
見
ら
れ
る
」
と
纏
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
『
埴
谷
雄
高
全集』第二巻の白川正芳「解題」や同『埴谷雄高の肖像』（慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
一
一
○
○
四
年
一
一
月
）
で
は
、
三
作
品
に
関
す
る
基礎情報が確認出来る。
管
見
の
限
り
で
は
、
同
時
代
評
は
見
当
ら
な
い
。
敢
え
て
挙
げ
る
な
ら
ば、美術評論家山田智一一一郎による『フランドル画家論抄』の
「序」がそれに該当するが、実質的には推薦文である。これは、
厳
し
い
統
制
の
下
で
出
版
を
可
能
に
す
る
た
め
の
妙
策
で
あ
っ
た
。
当
初
、
『フランドル画家論抄』の出版が認可されなかったのだが、高
名
な
者
の
序
文
が
あ
れ
ば
可
能
で
あ
る
と
知
り
、
山
田
智
三
郎
の
尽
力
を
仰
ぐ
。
無
名
の
著
者
か
ら
の
依
頼
に
確
実
に
応
じ
て
も
ら
う
た
め
に
、
筆
者
を
洸
林
堂
書
房
の
店
主
で
出
征
兵
士
の
宇
田
川
嘉
彦
と
装
っ
て
同
情
を
引
こ
う
と
企
む
。
そ
の
結
果
、
山
田
智
三
郎
は
序
文
の
執
筆
を
承
諾
し
、
無事に刊行に到る（白川正芳「解題』。なお、「序」は、『埴谷
雄高全集』第二巻には収められていない。
先行研究ではないが、「日本読書新聞」（一九四四年四月二一
日号）の一一面に、洸林堂書房の広告が載っている。「フランド
ル画家論抄』の広告文は次のとおり。
三部作の研究がほぼ未着手であるのに対して、作者は多くの
自
己
注
釈
を
残
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
凡
て
を
列
挙
し
な
い
が
、
幾
つ
か
の主要な発一一一一口を挙げておきたい。
書
名
と
右
の
文
章
の
み
で
判
断
す
れ
ば
、
一
九
四
四
年
の
出
版
物
と
は
思
え
な
い
広
告
で
あ
る
。
同
じ
広
告
欄
に
載
っ
た
出
版
物
に
は
、
戦
時
下
色が濃厚である。各社の新刊本の題名には、平田篤胤、神々、
神
道
、
武
士
道
、
忠
霊
塔
、
落
下
傘
部
隊
な
ど
の
文
言
が
用
い
ら
れ
て
い
る。出版社名にも、「東亜春伏社」や「日本統制地圖株式會社」
な
ど
、
時
局
の
反
映
と
思
わ
れ
る
も
の
が
幾
つ
か
あ
る
。
そ
の
な
か
で
、
洸
林
堂
書
房
の
広
告
は
異
彩
を
放
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
しかし、この「フランドル画家論抄」を最後に、埴谷雄高は
戦
時
下
の
文
筆
活
動
を
停
止
す
る
。
翌
年
八
月
、
家
族
の
前
で
文
学
に
専
念
す
る
旨
を
宣
言
し
た
と
き
、
作
家
埴
谷
雄
高
の
本
格
的
な
活
動
が
始
ま
る。１「戦争の時代」（『日本読書新聞』一九五八年一一一月三一日号、
四
月
七
日
号
、
四
月
二
一
日
号
）
２「影絵の世界』（平凡社、一九六六年一二月）
自
然
と
人
間
を
は
じ
め
て
現
實
的
存
在
た
ら
し
め
た
フ
ラ
ン
ド
ル
繪
書
開
花
期
の
特
質
を
、
ブ
ロ
ー
ゲ
ル
・
ル
ー
ベ
ン
ス
・
ダ
イ
ク
・
ヨ
ル
ダ
ー
ン
ス
等
の
巨
匠
に
分
析
す
。
（全文）
￣
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戦
後
文
学
と
は
戦
争
傍
観
者
の
文
学
で
あ
る
と
い
う
批
判
が
あ
る
（
吉
本隆明「戦後文学は何処に行ったか」『群像』’九五七年八月
号）。それは埴谷雄高も認めている。
先行研究同様に、これらも細部に一一一一口及したものではなく、当
時の著者の様子や出版事情に絡めた回想となっている。例えば、
自身初の刊行物である『ダニューブ』について、次のように述
べている。
３「革命運動と作家’百年後の悪霊たち」（「日本読書新聞』
’九七四年一月二八日号）
４対談三一つの同時代史』（岩波書店、一九八四年七月）
時
局
に
対
す
る
抵
抗
は
あ
る
わ
け
だ
け
れ
ど
、
積
極
的
反
ナ
チ
か
ら
生
活
的
な
絵
画
論
を
書
く
と
い
つ
た
ふ
う
に
い
わ
ば
消
極
的
な
戦
争
無
視
へ
ま
で
後
退
し
て
い
て
、
吉
本
隆
明
に
傍
観
者
と
い
わ
れ
る
心
底
か
ら
の
ナ
チ
ス
嫌
い
の
著
者
が
、
ダ
ニ
ュ
ー
ブ
に
沿
っ
て
小
国
を
つ
ぎ
つ
ぎ
と
制
覇
し
て
ゆ
く
ナ
チ
ス
の
行
動
を
描
き
な
が
ら
、
そ
れ
は
必
然
的
に
、
ロ
シ
ア
と
の
戦
争
を
ひ
き
起
こ
す
に
至
る
と
い
う
結
論
を
引
き
出
し
て
い
る
こ
と
を
興
味
を
も
っ
て
読
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
ナ
チ
ス
へ
の
抵
抗
の
書
を
訳
す
こ
と
は
、
き
わ
め
て
わ
ず
か
な
が
ら
で
も
、
戦
争
の
な
か
に
疾
走
し
て
い
る
私
自
身
の
周
辺
へ
音
も
な
い
平
手
打
ち
を
加
え
る
と
い
う
自
足
し
た
気
分
を
私
に
ひき起こした。
急影絵の世界』）
『ダニューブ』が戦争への「平手打ち」であるのに対し、「フ
ランドル画家論抄」では「消極的な戦争無視へまで後退」した
のは、当時の厳しい出版統制が一因であろう。換言すれば、
「傍観」せざるを得なかったのである。『ダニューブ』は一九四
二年五月、『フランドル画家論抄』は一九四四年五月の発行で
あ
る
。
そ
の
間
、
一
九
四
三
年
八
月
に
は
、
日
本
出
版
会
が
原
稿
ま
た
は
校正刷の事前提出に拠る出版物の審査制を強化した（小田切進
編『日本近代文学大事典」第六巻、講談社、’九七八年三月）。
仮に「ダニューブ」の翻訳が、’九四二年ではなく一九四四年
に
完
成
し
て
い
た
な
ら
ば
、
原
著
者
エ
ミ
ー
ル
・
レ
ン
ギ
ル
の
政
治
的
立
場が原因で、審査の段階で出版不認可となったのではないか。
『偉大なる憤怒の書」にも、統制の影が忍び寄っていた。担当
編集者である興風館の村上信彦（浪六の三男、山口二矢の叔父）
から翻訳の完成を催促されたのは、「トルストイもドストエフ
スキイも近く出版できなくなるだろうという切迫したきびしい
出版統制の声におびやかされたからなのであった」（「ドストエ
フスキイと私」、『ドストエフスキー全集』月報１～３、筑摩書
房、’九六二年一○月、’一月、一九六一一一年一月）と明かして
いる。ところで、「ダニューブ』の定価は一円五十銭だが、『偉
大なる憤怒の書』は二円七十銭、「フランドル画家論抄」は六
円である。他に、後者二冊には、「特別行為税
相当額
」なるも
のが含まれている（それぞれ八銭と五十銭）。これは出版統制
よ》うな、そういうふうな仕事をしていたんだね。
（「二つの同時代史」）
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初期埴谷雄高論
の
一
環
で
あ
る
と
同
時
に
、
戦
費
調
達
の
た
め
の
画
策
に
も
な
っ
て
い
る
と思われる。
『偉大なる憤怒の書』と「フランドル画家論抄』への自己言
及
は
、
決
し
て
多
い
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
、
「
私
た
ち
の
中
の
革
命
運動を写す鏡が「悪霊』だったのである」（同前）と述べた一
文には、『偉大なる憤怒の書」を翻訳した必然性が集約してい
る
と
い
え
よ
う
。
埴
谷
雄
高
に
と
っ
て
、
悪
霊
Ⅱ
社
会
革
命
に
懸
か
れ
た
青
年
達
の
姿
は
、
革
命
運
動
に
従
事
し
て
い
た
自
身
と
無
縁
で
は
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
は
、
ピ
ョ
ー
ト
ル
・
ヴ
ェ
ル
ホ
ー
ヴ
ェ
ン
ス
キ
ー
と
、
「
真
相の十分に明らかでない共産党内部のリンチ事件」ｓ影絵の世
界
」
）
を
関
連
付
け
た
思
考
を
も
巡
ら
せ
て
い
た
。
事
件
の
犠
牲
者
と
知
己であった平野謙も、ドストエフスキー作品のなかで『悪霊』
に最も強い関心を示しており、二人が初めて会った頃（’九一一一
九
年
）
の
共
通
の
話
題
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
類
推
す
る
と
、
ドストエフスキーが「悪霊』で展開したロシア社会の騒擾や、
そ
の
思
想
的
担
い
手
で
革
命
運
動
に
従
事
す
る
登
場
人
物
を
問
う
た
「
偉
大
な
る
憤
怒
の
書
』
の
翻
訳
は
、
埴
谷
雄
高
の
胸
裡
を
代
弁
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
出
版
規
制
の
歴
史
を
綾
く
と
、
「
明
治
十
年
代
の
政
治
小
説
家
が
、
歴
私
が
ひ
き
つ
づ
い
て
出
そ
う
と
し
た
同
じ
ウ
ォ
ル
イ
ン
ス
キ
イ
の
〈
白
痴
》
研
究
で
あ
る
〈
美
の
悲
劇
》
は
、
最
初
の
部
分
を
わ
ず
か
に
訳
出
し
た
ま
ま
、
そ
の
草
稿
を
私
の
ひ
き
だ
し
の
奥
深
く
し
ま
い
こ
ん
で
お
か
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
ｓ影絵の世界巳
史に題材を求めることがすぐなくなかったのは、もともと政府
の
苛
酷
な
言
論
弾
圧
に
た
い
す
る
自
衛
策
の
意
味
が
あ
っ
た
」
（
前
田
愛
「明治歴史文学の原像」「展望」’九七六年九月号）という対策
の一例が紹介されている。しかし、一九四○年代前半の場合は、
殆どの「自衛策」が無効であった。断念した又美の悲劇》」翻
訳は、戦後になっても日の目を見ない。戦後、埴谷雄高が発表
し
た
翻
訳
は
、
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
『
あ
れ
か
、
こ
れ
か
」
の
一
部
を
訳
し
デ
イ
ア
プ
サ
ル
マ
タ
た「間奏語抄」（「青向原』第二輯、’九四六年一一一月）のみであ
る。さて、埴谷雄高の「後退」の理由が時局にあるとしても、戦
時下に上板した書物は、三冊ともに欧州関連であった。「埴谷
雄
高
は
日
本
の
作
家
に
あ
っ
て
、
そ
の
発
想
に
お
い
て
、
そ
の
文
学
思
想
の根源において、典型的な西欧派だといいうる」（立石伯『極
限の夢に懸かれたものの究極』、深夜叢書社、二○○四年二月）。
欧
州
へ
の
関
心
は
、
や
が
て
具
体
的
な
行
動
と
し
て
結
実
す
る
。
戦
時
中
に
書
物
か
ら
摂
取
し
た
彼
の
地
の
知
見
と
、
戦
後
に
な
っ
て
肉
眼
で
見
た
現
実
の
情
景
が
、
紀
行
文
「
姿
な
き
司
祭
」
二
九
七
○
年
九
月
）
と
『欧州紀行』（’九七二年一二月）に綴られている。
続
い
て
、
個
別
作
品
に
つ
い
て
分
析
し
た
い
。
一
九
六
八
年
、
埴
谷
雄
高
は
欧
州
を
旅
す
る
。
道
中
の
一
部
を
共
に
し
た
辻
邦
生
は
、
次
の
よ
う
な
回
想
を
残
し
て
い
る
。
￣
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辻
邦
生
が
聞
い
た
「
ド
ナ
ウ
河
の
歴
史
」
と
は
、
埴
谷
雄
高
が
「
ダ
ニューブ』から仕入れた情報が中心であろう。この旅の様子が
「姿なき司祭』「欧州紀行」に記されている。「埴谷さんの旅行
記
は
旅
行
記
で
あ
っ
て
い
わ
ゆ
る
旅
行
記
で
は
な
い
。
埴
谷
さ
ん
の
記
憶
や
瞑
想
を
追
認
す
る
た
め
の
、
い
わ
ば
記
憶
へ
の
遡
行
の
旅
に
も
思
わ
れ
る」（宮田毬栄『追憶の作家たち」、文春新書、二○○四年一一一月）
と
あ
る
よ
う
に
、
埴
谷
雄
高
は
二
冊
の
紀
行
文
の
な
か
で
、
旅
先
の
景
物
や
飲
食
物
の
類
を
少
な
か
ら
ず
描
い
て
い
る
も
の
の
、
観
光
記
が
中
心
な
の
で
は
な
い
。
欧
州
、
特
に
東
欧
の
硬
直
し
た
体
制
を
、
具
体
的
事
例
を
もとに批判しているのである。「ダニューブ』と『姿なき司祭」
及び「欧州紀行」には、そのような共通点がある。敢えて相違
点を見出すならば、「欧州紀行」の後半部は、絵画や食事に関
す
る
記
述
が
多
く
、
思
索
者
と
し
て
で
は
な
く
観
光
客
と
し
て
の
紀
行
文
に
な
っ
て
い
る
。
埴
谷
雄
高
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
産
の
貴
腐
葡
萄
酒
を
愛
飲
し
て
い
た
。
『
ダ
ニ
ュ
ー
ブ
」
の
原
著
者
エ
ミ
ー
ル
・
レ
ン
ギ
ル
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
で
あ
埴
谷
さ
ん
と
一
緒
に
欧
州
旅
行
に
出
か
け
た
と
き
、
た
と
え
ば
ド
ナ
ウ
河
の
歴
史
に
つ
い
て
実
に
詳
し
く
話
し
て
く
れ
る
。
本
当
は
私
が
案
内
役
で
あ
る
は
ず
な
の
に
、
私
は
全
く
役
に
立
た
な
か
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
一
生
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
を
出
た
こ
と
が
な
か
っ
た
カ
ン
ト
が
ロ
ン
ド
ン
橋
に
つ
い
て
詳
し
く
知
っ
て
い
た
よ
う
に
、
埴
谷
さ
ん
の
知
識
は
そ
の
彪
大
な
読
書
か
ら
き
て
い
た
。
（
「
憂
愁
の
中
に
佇
む
影
ｌ
埴
谷
雄
高
の
闇
の
意
味
を
求
め
て
１
１」「中央公論』’九九七年四月号）
る。「ダニューブ」は、沿岸諸国の文化を扱った地誌ではなく、
政
治
史
を
川
の
流
れ
に
擬
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
具
体
名
を
挙
げ
る
迄
も
な
く
、
ド
ナ
ウ
川
に
因
ん
だ
優
れ
た
芸
術
作
品
は
数
え
知
れ
な
い
。
そ
れ
ら
の
文
化
に
も
殆
ど
触
れ
ず
、
原
著
者
は
流
域
八
ヶ
国
の
体
制
に
論
の
焦
点
を
絞
っ
て
い
る
。
「死霊』三章に、運河や橋に関する箇所がある。幾つかの先
行
研
究
や
埴
谷
雄
高
の
自
己
注
釈
に
よ
れ
ば
、
こ
の
運
河
の
原
型
は
隅
田
川であるとされる。『影絵の世界」や「大運河の原型」ｓ海燕」
一
九
八
三
年
一
月
号
）
に
は
、
青
年
期
に
夜
の
隅
田
川
沿
い
を
散
策
し
た
記
述
や
、
「
ボ
ン
ボ
ン
蒸
気
」
に
乗
っ
た
思
い
出
話
な
ど
が
あ
る
。
二
十
代
の
埴
谷
雄
高
に
と
っ
て
の
隅
田
川
周
辺
と
は
、
「
デ
カ
ダ
ン
ス
と
反
抗
の区域」Ｓ影絵の世界」）であった。しかし、「この周辺地帯は、
新
し
い
都
市
状
況
の
ひ
ず
み
を
集
約
的
に
表
現
し
て
い
た
」
（
海
野
弘
『モダン都市東京－１日本の一九二○年代」、中央公論社、一九
八
三
年
一
○
月
）
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
陰
と
陽
が
表
裏
一
体
で
も
あ
っ
た
。
ド
ナ
ウ
河
も
、
繁
栄
ば
か
り
で
な
く
負
の
側
面
を
抱
え
て
い
る。例えば、次に「ダニューブ」から引用する幾つかの文章は、
大
河
の
歴
史
を
縮
約
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
河
は
他
の
い
か
な
る
河
よ
り
も
多
く
の
戦
闘
を
な
が
め
て
き
た。ダ
ニ
ュ
ー
ブ
の
過
ぎ
て
き
た
後
に
は
凡
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
、
そ
ダ
ニ
ュ
ー
ブ
は
暹
し
き
野
望
と
砕
け
果
て
た
夢
想
の
河
で
あ
る
。
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初期埴谷雄高論
「訳者のあとがき」には、本書が「独ソの開戦へ至る経緯を
示
唆
し
て
」
い
る
と
あ
る
。
原
書
の
出
版
は
一
九
三
九
年
で
あ
る
。
ド
ナ
ウ
河
の
上
流
と
下
流
の
力
が
衝
突
し
た
歴
史
が
再
び
繰
り
返
さ
れ
、
両
国
は
一
九
四
一
年
六
月
に
戦
火
を
交
え
る
。
そ
し
て
、
「
第
二
次
大
戦
で
東
欧
を
制
覇
し
た
ス
タ
ー
リ
ン
は
、
い
ち
早
く
ド
ナ
ウ
の
重
要
性
に
着
目
し
「
戦
闘
」
や
「
野
望
」
に
は
、
ロ
ー
マ
帝
国
や
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
盛
衰
、
更
に
二
度
の
大
戦
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
全
長
一
一
八
六
○
ｍ
を
誇
る
ド
ナ
ウ
河
が
、
「
凡
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
を
包
括
し
て
い
る
所
以
で
あ
る
。
『ダニューブ』の現在時は、一九三○年代後半である。既に第
二
次
大
戦
が
勃
発
し
て
い
た
。
何
の
歴
史
に
触
れ
た
上
で
、
現
在
の
諸
問
題
、
と
り
わ
け
政
治
状
況
に
踏
み
込
ん
で
い
る
。
原
著
者
が
強
調
し
て
い
る
の
は
、
勢
力
を
拡
大
す
る
ナ
チ
ス
へ
の
警
鐘
で
あ
る
。
具
体
的
な
批
判
例として、次の箇所が挙げられる。
私
は
、
一
三
ル
ン
ベ
ル
グ
に
於
け
る
ナ
チ
ス
党
大
会
に
於
け
る
が
如
き
強
烈
な
驚
嘆
す
べ
き
光
景
を
他
に
知
ら
な
い
。
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
グ
の
光
景
は
筆
紙
に
尽
し
が
た
く
、
怖
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
治
政
以
来
、
ウ
ィ
ー
ン
に
於
い
て
は
、
先
ず
ユ
ダ
ヤ
人
の
整
理
の
み
が
行
わ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
〈
民
族
の
血
〉
防
衛
の
突
出
要
塞
た
ら
ん
と
す
る
こ
の
試
み
は
、
こ
の
民
族
的
錯
雑
の
裡
に
於
い
て
果
し
て
成
就
し
得
る
で
あ
ろ
う
か
。
の
希
望
と
絶
望
、
闘
い
と
平
和
と
と
も
に
横
た
わ
っ
て
い
る
。
た」（加藤雅彦『ドナウ河紀行』、岩波新書、’九九一年一○月）。
以
後
、
半
世
紀
近
く
に
渡
っ
て
、
河
を
遡
行
し
た
力
が
東
欧
の
覇
権
を
握
る
。
し
か
し
、
社
会
主
義
化
は
下
流
が
起
点
と
な
っ
た
の
に
対
し
、
民
主
化
は
上
流
が
源
と
な
っ
た
。
即
ち
、
東
欧
の
民
主
化
の
流
れ
は
、
「
ベ
ル
リ
ン
の
壁
」
崩
壊
二
九
八
九
年
一
一
月
）
に
始
ま
り
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
解
体
二
九
九
一
年
一
一
一
月
）
に
至
る
迄
、
加
速
度
的
に
波
及
し
た
。
そ
の
後
も
、
北
大
西
洋
条
約
機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
や
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
へ
の東欧諸国の加入が相次いだ。嘗て「隣人と他人を隔ててきた」
ミダニューブ」）境界であったドナウ河は、いま、安定期を迎
えつつある。エミール・レンギルは、「自然はダーーューブを生
の
河
と
し
て
創
成
し
た
の
で
あ
っ
て
、
死
の
河
と
し
て
創
成
し
た
の
で
は
ない」と、悲痛な願望とも思える一一一一口葉を述べた。ドナウ河は、
二
度
目
の
大
戦
終
結
か
ら
半
世
紀
以
上
を
経
て
、
漸
く
「
生
の
河
」
と
し
ての姿を取り戻した。
埴谷雄高「永久革命者の悲哀」（『群像」’九五六年五月号）
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
の
先
駆
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
政
治
評
論
で
あ
る
。
エ
ミ
ー
ル
・
レ
ン
ギ
ル
と
埴
谷
雄
高
に
は
、
時
代
に
対
す
る
先
見
性
が
備
わっていたといえる。ところで、『ダニューブ」の翻訳は、「伊
藤敏夫」名義で行なわれた。次の翻訳「偉大なる憤怒の書』で
は、「埴谷雄高」の筆名を用いている。「ダニューブ』の原書は
英
語
だ
が
、
翻
訳
第
二
作
は
、
本
郷
の
古
書
店
で
入
手
し
た
独
訳
本
を
原
本としている（「古い時代の読書」「日販通信』’九八四年一○
月号）。なお、『生命・宇宙・人類」（角川春樹事務所、’九九
六
年
四
月
）
の
「
埴
谷
雄
高
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
」
に
は
、
「
英
語
・
ド
イ
ツ
語
・
ラ
テ
ン
語
・
ギ
リ
シ
ア
語
を
習
得
」
と
あ
る
。
埴
谷
雄
高
の
戦
時
下
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の
翻
訳
は
、
こ
れ
ら
の
語
学
能
力
が
培
っ
た
成
果
で
も
あ
る
。
埴
谷
雄
高
の
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
研
究
は
、
一
九
四
三
年
の
翻
訳
を
皮
切
り
に
、
戦
後
も
脈
々
と
続
く
。
そ
の
結
晶
で
あ
る
「
埴
谷
雄
高
ド
ス
ト
エフスキイ全論集』（講談社、’九七九年七月）は、’三五一一
頁
を
誇
る
大
著
で
、
「
埴
谷
雄
高
氏
御
本
人
の
説
で
は
、
こ
の
本
は
こ
れ
ま
で
に
出
版
さ
れ
た
一
冊
の
作
家
論
と
し
て
は
最
高
の
ペ
ー
ジ
数
を
も
っ
て
い
る
の
だ
そ
う
で
あ
る
」
（
柘
植
光
彦
「
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
を
発
見
（ママ）
するための巨大な鏡埴谷雄高著「ドストエフスキー全論集』」
『国文学解釈と鑑賞」’九八○年四月号）。
「偉大なる憤怒の書」には「訳者の後書」がある。その前半
部が、「ドストエフスキイの方法」として独立し、評論集『濠
渠
と
風
車
』
（
未
来
社
、
’
九
五
七
年
三
月
）
や
『
埴
谷
雄
高
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
イ
全
論
集
』
な
ど
に
収
め
ら
れ
た
。
埴
谷
雄
高
の
実
質
的
に
初
め
て
の
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
論
で
あ
る
。
「
た
と
え
敢
え
て
彼
を
乗
り
越
え
ん
と
意
図
し
た
と
し
て
も
、
単
な
る
パ
ロ
デ
ィ
を
表
示
し
得
る
に
と
ど
ま
る奇怪な作用が其処に認められる」と論じた箇所は、自身の戒
めになっている。例えば、『死霊』は『悪霊』を振った題名で
あるが、読み方を「シレイ」にしたのは、「彼を乗り越えんと
意図した」ためである（「『死霊」について」『たね』第二号、
一九七○年七月）。『死霊』五章「夢魔の世界」に描かれた社会
革命から「存在の革命」への移行は、その意図の極点に位置付
けられるであろう。『悪霊』に於いて青年達が熱望する社会の
変革は、存在形式の革命として「死霊』に受け継がれた。
大江健三郎『宙返り」下巻（講談社、’九九九年六月）に、
『偉大なる憤怒の書』が登場する。早くから、「大江と埴谷を結
ぶ
導
き
の
糸
は
、
大
き
く
い
え
ば
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
イ
だ
が
、
よ
り
具
体
的には埴谷が訳したウォルインスキイの「偉大なる憤怒の書』
と
い
う
一
冊
の
本
を
と
お
し
て
と
い
う
こ
と
に
な
る
」
（
川
西
政
明
「
影
響
の
水
域
精
神
の
継
走
と
い
う
こ
と
」
『
國
文
學
解
釈
と
教
材
の
研
究」’九八一年三月号）と指摘されていた。「戦時下三部作」
のなかで、もっとも読者の多い作品は「偉大なる憤怒の書」で
あ
ろ
う
。
戦
後
、
み
す
ず
書
房
版
と
し
て
三
度
（
’
九
五
九
年
七
月
、
一
九
七
○
年
八
月
、
’
九
八
七
年
四
月
）
、
大
空
社
版
が
一
度
二
九
九
六
年
七
月
）
、
合
計
四
度
の
再
刊
を
果
た
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、
戦
時
下
にもかかわらず『偉大なる憤怒の書」の売れ行きは好調であり、
訳者によれば、「初版七千部」ｓ思索的渇望の世界」、中央公論
社
、
一
九
七
六
年
一
月
）
が
完
売
し
た
と
い
う
。
椎
名
麟
三
や
、
軍
隊
に
召
集
さ
れ
る
直
前
の
丸
山
眞
男
、
さ
ら
に
、
米
沢
に
い
た
吉
本
隆
明
も
、
読者の一人であった。なお、奥付では「初版五千部」となって
い
る
。
完
売
の
理
由
は
定
か
で
は
な
い
が
、
布
川
角
左
衛
門
「
戦
時
中
の
出版事情」（『文学』第二九号、’九六一年一二月）が、手掛か
り
と
な
り
得
る
の
で
は
な
い
か
。
同
論
文
は
、
諸
種
の
資
料
を
示
し
た
う
え
で
、
「
文
化
統
制
な
る
も
の
は
、
文
学
書
に
対
す
る
読
者
大
衆
の
関
心
と購買力を増大することはあっても、容易に減少させることが
なった」と指摘している。その理由を、「官憲などによってど
の
よ
う
な
策
や
力
を
弄
し
て
も
抑
圧
の
最
も
困
難
な
文
学
と
い
う
も
の
の
特
質
」
が
具
現
し
た
た
め
で
あ
る
と
捉
え
た
。
出
版
統
制
の
最
中
、
戦
争
や
日
常
生
活
と
関
わ
り
が
薄
い
文
学
関
係
の
出
版
物
の
刊
行
点
数
が
伸
び
ていたとされる。「偉大なる憤怒の書」も、「読者大衆の関心」
に
支
え
ら
れ
た
一
冊
な
の
で
あ
っ
た
。
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埴
谷
雄
高
の
戦
時
下
三
番
目
の
刊
行
物
の
出
版
元
は
、
洸
林
堂
書
房
で
あ
る
。
同
書
房
は
、
’
九
四
二
年
九
月
に
も
宇
田
川
嘉
彦
編
「
ロ
ダ
ン
」
を
発
売
し
て
い
る
。
こ
の
編
者
は
、
埴
谷
雄
高
で
は
な
く
洸
林
堂
書
房
の
経
営
者
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
二
年
後
、
前
述
の
よ
う
に
、
宇
田
川
嘉彦の名を借りた埴谷雄高の「フランドル画家論抄』を上梓す
る。野間宏「暗い絵』は、「アプレゲール・クレアトリス」の一
冊
と
し
て
、
真
善
美
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
初
版
の
表
紙
絵
に
は
、
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
親
子
の
父
ピ
ー
タ
ー
・
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
『
七
つ
の
大
罪
・
憤
怒」を用いている。作品内にも、ブリューゲルの画集が幾度と
なく登場する。『フランドル画家論抄』では、収録した一○三
枚
の
絵
画
の
う
ち
、
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
は
二
枚
に
過
ぎ
ず
、
ル
ー
ベ
ン
ス
は
七
八
枚
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ル
ー
ベ
ン
ス
の
比
率
が
極
め
て
高
い
。
もっとも、ブリューゲルが完成させた絵画数は総計四四点に過
ぎ
な
い
の
に
対
し
、
ル
ー
ベ
ン
ス
の
そ
れ
は
二
千
点
を
越
え
て
い
る
（
谷
克一一「フランドル美術紀行』、日経ＢＰ社、一一○○三年四月）。
両者の生涯の作品数と「フランドル画家論抄』の収録作品数に
は
大
い
に
開
き
が
あ
る
が
、
割
合
で
い
え
ば
、
ほ
ぼ
同
じ
な
の
で
あ
る
。
『フランドル画家論抄」に、「ルーベンスの教養は当時の人々
の
教
養
と
か
け
離
れ
て
い
た
。
彼
は
同
時
代
人
よ
り
充
分
に
理
解
さ
れ
た
と
は
云
い
得
な
か
っ
た
」
と
述
べ
た
一
節
が
あ
る
。
「
偉
大
な
る
憤
怒
の
書』にも、二悪霊』はドストエフスキイの難解な諸作品中、も
つとも理解しがたい作品の一つである」と論じた箇所があった。
埴
谷
雄
高
は
、
図
ら
ず
も
両
者
か
ら
難
解
性
と
い
う
衣
鉢
を
継
い
だ
と
い
える。「ルーベンス」や「ドストエフスキイ」を「埴谷雄高」
「不合理ゆえに吾信ず』に関する滑稽な逸話を、埴谷雄高自
身
が
述
懐
し
て
い
る
。
’
九
四
一
年
一
二
月
九
日
に
予
防
拘
禁
法
で
拘
引
され、検事や特別高等警察から取り調べを受けた際、同作品を
「共産主義の宣伝」と曲解した者がいたという（『影絵の世界」
所収「検挙と数冊の本」、または『姿なき司祭」所収「ワル
ソー・ゲットー」）。また、岡本太郎は、埴谷雄高に「何を一一一一口う
たか」という庫名を付けた（埴谷雄高「「夜の会』の頃の岡本
太郎」『岡本太郎著作集』第一巻解説、講談社、’九七九年一
○
月
）
。
自
分
は
「
難
解
ホ
ー
ク
ス
」
で
あ
る
と
輪
い
た
随
筆
も
あ
る
（「ファン気質」『新週刊』’九六二年一○月九日号）。
『フランドル画家論抄」は、次の一文で始まる。「精神的なる
ものの静識な均衡を伝統的特徴とする中世紀の美術に対して、
肉
体
の
自
然
的
原
理
を
強
く
主
張
し
た
の
が
フ
ラ
ン
ド
ル
の
絵
画
を
先
駆
とする近代の絵画なのであった」。「静證」を数少ない例外とし
て、「フランドル画家論抄』には全般に平易な語句が使用され
ている。また、｜つ一つの文章は短く、改行も多い。「ドイツ
（注Ｉ）
壺叩の絵画史を参考にして忽荒として書き上げた」という事情の
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
内
容
自
体
は
見
所
が
乏
し
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
に置き換えたとき、平野謙の次の言葉が想起される。
『洞窟』はまだわかるところがあるが、『不合理ゆえに
（ママ｝
我信ず』というのはぜんぜんわからなかった。（座談〈五
「
戦
後
文
学
の
批
判
と
確
認
第
五
回
埴
谷
雄
高
ｌ
そ
の
仕
事
と
人間（上）」「近代文学』’九六○年五月号）
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野
口
悠
紀
雄
三
九
四
○
年
体
制
」
（
東
洋
経
済
新
報
社
、
’
九
九
五
年
五
月
）
が
指
摘
し
た
の
は
、
政
治
・
経
済
に
於
け
る
戦
前
と
戦
後
の
連
続
性
で
あ
っ
た
。
他
の
多
く
の
分
野
で
も
、
戦
前
と
戦
後
は
地
続
き
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
断
絶
し
て
い
る
事
象
の
方
が
勘
な
い
の
で
は
な
い
か
。
埴
谷
雄
高
の
文
学
活
動
に
も
、
戦
前
・
戦
時
下
と
戦
後
に
連
続
要
素
が
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
戦
前
の
「
洞
窟
」
（
’
九
三
九
～
四
○
年
）
と
「不合理ゆえに吾信ず」（’九三九～四一年）には、埴谷雄高の
文学作品の核心である「自同律」や「自同律の不快」が扱われ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
時
点
で
は
、
微
か
な
輪
郭
の
素
描
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
問
題
の
展
開
は
み
ら
れ
な
い
。
「
自
同
律
の
不
快
」
を
提
示
し
た
後
の
世
界
は
、
戦
後
に
持
ち
越
し
と
な
る
。
戦
後
の
幕
開
け
を
飾った「死霊」にて、「自同律の不快」から「虚体」に至る遠
大な道筋が開かれる。「死霊」の舞台は、明示されていないが、
一九三○年代の東京と思しき街である。「第一次戦後派が戦後
し
か
し
、
翻
訳
以
外
で
は
埴
谷
雄
高
初
の
刊
行
物
と
な
っ
た
点
や
出
版
時
の時代背景を考慮すれば、外延に看過出来ない要素を含んだ作
品
で
あ
る
。
戦後の埴谷雄高の創作には、「ダニューブ」と「フランドル
画家論抄』に直線的に繋がるような作品は見当たらない。紀行
文「欧州紀行」「姿なき司祭」に表れた欧州への親灸は、独特
の方法のために創作に反映しなかったが、「戦時下三部作」が
有
す
る
意
義
は
、
決
し
て
小
さ
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
お
わ
り
に
の現実を描くことが意外な程少なかった」（安藤宏「交差する
冒
已
」
ｌ
『
第
一
次
戦
後
派
」
と
「
無
頼
派
』
と
ｌ
」
『
文
学
」
二
○○一一一年九・’○月号）ように、椎名麟三を例外とすれば、第
一
次
戦
後
派
の
作
品
に
は
、
戦
後
で
は
な
く
戦
前
・
戦
時
下
を
題
材
と
し
た
も
の
が
大
多
数
を
占
め
る
。
特
に
埴
谷
雄
高
の
場
合
、
時
代
設
定
が
明
ら
か
な
作
品
は
皆
無
だ
が
、
年
譜
と
作
品
内
の
記
述
を
照
ら
し
合
わ
せ
た
場合、「死霊」の他にも時代水準が一九三○年代ではないかと
推
測
出
来
る
作
品
が
多
い
。
ま
た
、
実
際
に
起
き
た
事
件
や
出
来
事
を
作
品
に
取
り
入
れ
て
い
な
い
。
極
言
す
れ
ば
、
戦
前
・
戦
時
下
に
培
っ
た
思
考
の
固
定
化
が
時
代
設
定
を
局
限
し
た
理
由
で
あ
り
、
或
い
は
、
「
架
空
凝
視
」
を
貫
徹
す
る
た
め
に
現
実
の
出
来
事
を
反
映
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る。埴谷雄高の「戦時下三部作」は、政治・文学研究・絵画が主
題
と
な
っ
て
い
る
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
い
ず
れ
も
翻
訳
や
評
論
で
、
創作は一つもない。「死霊』以前の散文の創作が「洞窟』のみ
｛注２）
に
と
ど
ま
っ
た
理
由
の
仮
説
と
し
て
、
発
表
舞
（
ロ
の
制
限
が
挙
げ
ら
れ
る
。
「
戦
争
を
中
心
と
し
た
政
治
の
季
節
に
、
作
者
は
自
己
の
存
立
の
根
拠
と
な
り
う
る
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
や
小
説
な
ど
の
表
現
へ
全
力
を
こ
め
て
自
己
投
企
す
る
こ
と
に
お
い
て
そ
の
よ
う
な
愚
昧
な
時
代
を
超
出
し
た
い
と
考えた」（立石伯前掲書）のだが、戦時下に、この若手無名作
家
に
は
作
品
を
発
表
す
る
場
所
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
創
作
は
困
難
で
も
文
筆
活
動
の
継
続
は
可
能
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
、
翻
訳
や
評
論
に
向
か
っ
た
必
然
性
を
見
出
せ
る
。
当
時
の
自
身
の
内
面
に
つ
い
て
は
、
「
同
人誌『構想」がなくなっても、直接戦争に関係のない、まった
く
違
っ
た
世
界
を
胸
裡
で
は
も
ち
つ
づ
け
て
い
た
の
だ
な
。
ま
っ
た
く
の
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二重構造だ」（「戦時下の転向と抵抗」）と回顧している。埴谷
雄
高
は
、
このようにして戦時下を「超出」した。
「戦時下三部作」は、西欧ばかりでなく東欧をも含めた欧州
を舞台としている。戦時下という「｜種の『愚か者の天国』の
時期」二姿なき司祭」）に、埴谷雄高の視線が「大日本帝国」
の
外
に
注
が
れ
て
い
た
の
は
、
戦
後
に
発
表
す
る
独
自
の
文
学
観
・
政
治
観
が
萌
芽
し
て
い
た
証
左
で
あ
る
。
賛
言
を
費
せ
ば
、
埴
谷
雄
高
に
と
っ
ての戦時下とは、「戦争によってかすり傷だに受けてはゐない」
（臼井吉見「「死霊」ｌ観念と現実」『個性」一九四八年一二
月号）作品である『死霊」を生み出すための端境期でもあっ
た。（注）１平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
版
『
影
絵
の
世
界
」
初
版
第
一
刷
（
一
九
九
七
年九月一五日発行）では、「忽荒」は「忽慌」となっている。
２
戦
時
下
は
雑
誌
の
統
廃
合
が
強
制
さ
れ
た
が
、
’
九
四
一
年
一
二
月
に
は
、
文
芸
同
人
誌
が
九
七
誌
か
ら
八
誌
に
激
減
し
て
し
ま
う
（
前
掲
「日本近代文学大事典』第六巻）。このとき、「洞窟』と「不
合理ゆえに吾信ず」の初出掲載誌「構想』の同人は、統合で
は
な
く
廃
刊
を
選
択
す
る
。
※「ダニューブ』「偉大なる憤怒の書』「フランドル画家論抄」
か
ら
の
引
用
は
、
「
埴
谷
雄
高
全
集
』
第
二
巻
を
底
本
と
し
た
。
ま
た
、
からの引用は、「埴谷雄高全集』第二
引
用
文
献
の
出
版
年
は
西
暦
に
統
一
し
た
。
（
た
な
く
ゆ
う
す
け
・
博
士
後
期
課
程
三
年
）
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